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主催　公益財団法人 全国商業高等学校協会

令和 8年度（第 75回）

情 報 処 理 検 定 試 験
情報処理　実技試験問題

注　意　事　項

１ ． 監督者の指示があるまで、試験問題に手を触れないでください。

２ ． 監督者の指示にしたがって、シート名「報告書」のA1のセルに

　　　　　　　　　　試験場校名および受験番号を入力してください。

３ ． 試験問題は 2 ページあります。

４ ． 問題用紙の回収については監督者の指示にしたがってください。

５ ． 制限時間は20分です（印刷時間は含みません）。

6 .　印刷は監督者の指示にしたがって、 1 ページで印刷してください。

受　験　番　号



　次の資料は、あるフルーツ農園における過去3年間の果物別収穫量と2026年の見込みと2027年の目標、りんごの品
質別収穫量である。資料と作成条件にしたがってシート名「報告書」を作成しなさい。

資料

（令和 8年 9月27日実施）  75 2026.09 JS－①

作成条件
　ワークシートは、試験開始前に提供されたものを使用する。なお、シート名「報告書」は並べ替えを行う前の状態
である。
１．表およびグラフの体裁は、右ページを参考にして設定する。

設定する書式：罫線
設定する数値の表示形式：3桁ごとのコンマ、%、小数の表示桁数

２．表の※印の部分は、式や関数を利用して求める。また、※※印の部分は、資料より必要な値を入力する。
３．グラフの※印の部分は、表に入力された値をもとに表示する。
４．「１．果物別収穫量」は、次のように作成する。
⑴　「平均」は、「2023年」から「2025年」の平均を求める。ただし、整数部のみ表示する。
⑵　「最大」は、「2023年」から「2025年」の最大値を求める。
⑶　「最小」は、「2023年」から「2025年」の最小値を求める。

５．「２．見込みと目標」は、次のように作成する。
⑴　「2027年目標収穫量」は、次の計算式で求める。ただし、10kg未満を切り捨てて表示する。
　　　「 2026年見込み × 増加目標 」
⑵　15～20行目のデータを、E列の「2027年目標収穫量」を基準として、降順に並べ替える。

６．集合縦棒グラフは、「２．見込みと目標」から作成する。
⑴　数値軸の目盛は、最小値（0）、最大値（6,000）、および間隔（1,500）を設定する。
⑵　軸ラベルの方向を設定する。
⑶　データラベルを設定する。
⑷　凡例の位置を設定する。

７．「３．りんごの品質別実績」は、次のように作成する。
⑴　「合計」は、各列の合計を求める。
⑵　「構成比」は、次の式で求め、%で整数部のみ表示する。
　　　「 2025年 ÷ 2025年の合計 」
⑶　順位は、「2025年」を基準として、降順に順位を求める。
⑷　「備考」は、「2025年」が「2023年」より大きい場合、〇 を表示し、それ以外の場合、何も表示しない。

果物別収穫量 単位：kg
果物 2023年 2024年 2025年

りんご 5,200 4,850 5,240
ぶどう 2,100 1,980 2,250
なし 4,000 3,750 4,100
桃 1,850 1,600 1,920
柿 3,200 3,100 3,350
いちご 1,200 1,250 1,320

2026年の見込みと2027年の目標 単位：kg
果物 2026年見込み 増加目標

りんご 5,550 105%
ぶどう 2,400 115%
なし 4,250 110%
桃 2,050 120%
柿 3,500 108%
いちご 1,450 112%

りんごの品質別収穫量 単位：kg
品質 2023年 2024年 2025年

特秀 520 240 540
秀 1,040 730 1,020
優 2,340 1,940 2,430
良 1,300 1,940 1,250
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（報告書）

A B C D E F G H
1

2 過去3年間の収穫量と今後の見込み
3
4 １．果物別収穫量 単位：kg
5 果物 2023年 2024年 2025年 平均 最大 最小
6 りんご 5,200 4,850 5,240 5,097 5,240 4,850
7 ぶどう 2,100 1,980 2,250 ※ ※ ※
8 なし 4,000 3,750 4,100 ※ ※ ※
9 桃 1,850 ※※ ※※ ※ ※ ※
10 柿 3,200 ※※ ※※ ※ ※ ※
11 いちご 1,200 ※※ ※※ ※ ※ ※
12
13 ２．見込みと目標

14 果物 2026年
見込み 増加目標 2027年

目標収穫量
15 りんご 5,550 105% 5,820
16 ぶどう 2,400 115% ※
17 なし 4,250 110% ※
18 桃 2,050 ※※ ※
19 柿 3,500 ※※ ※
20 いちご 1,450 ※※ ※
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40 ３．りんごの品質別実績 単位：kg
41 品質 2023年 2024年 2025年 構成比 順位 備考
42 特秀 520 240 540 10% 4 〇
43 秀 1,040 730 1,020 ※ ※ ※
44 優 2,340 ※※ ※※ ※ ※ ※
45 良 1,300 ※※ ※※ ※ ※ ※
46 合計 5,200 ※ ※

5,820
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主催　公益財団法人 全国商業高等学校協会
令和 8年度（第 75回）情報処理検定試験　情報処理 実技

審　査　基　準

（令和 8年 9月27日実施）

※　審査にあたっては、必要に応じて「審査上の注意事項」を参照してください。

配点
①　コンマ　…………………………………　5点×1箇所＝5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (「１．果物別収穫量」のコンマがすべて設定されている)
②　表の作成（　　　　　　）の箇所　………　5点×11箇所＝55点
　注１　 データが正しく並べられていない場合は、「果物」を基準に、採点する。 

-----で結ばれた項目があっていれば、並べ替えが誤りでも正解とする。
　注８　秀が空白、優が 〇 。
③　罫線　……………………………………　5点×1箇所＝5点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (「３．りんごの品質別実績」の罫線が正確にできている)
④　グラフの作成（　　　　　　）の箇所　…　5点×7箇所＝35点
　注２　方向。
　注３　最小値（0)、最大値（6,000)、および間隔（1,500)。
　注４　数値（3,780）。
　注５　分類名の並び順があっていること。
　注６　位置はグラフの右側であること。
　注７　「桃」が集合縦棒グラフであること。データラベルの有無は問わない。

A B C D E F G H
1

2 過去３年間の収穫量と今後の見込み
3
4 １．果物別収穫量 単位：kg
5 果物 2023年 2024年 2025年 平均 最大 最小
6 りんご 5,200 4,850 5,240 5,097 5,240 4,850
7 ぶどう 2,100 1,980 2,250 2,110 2,250 1,980
8 なし 4,000 3,750 4,100 3,950 4,100 3,750
9 桃 1,850 1,600 1,920 1,790 1,920 1,600
10 柿 3,200 3,100 3,350 3,217 3,350 3,100
11 いちご 1,200 1,250 1,320 1,257 1,320 1,200
12
13 ２．見込みと目標

14 果物 2026年
見込み 増加目標 2027年

目標収穫量
15 りんご 5,550 105% 5,820
16 なし 4,250 110% 4,670
17 柿 3,500 108% 3,780
18 ぶどう 2,400 115% 2,760
19 桃 2,050 120% 2,460
20 いちご 1,450 112% 1,620
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40 ３．りんごの品質別実績 単位：kg
41 品質 2023年 2024年 2025年 構成比 順位 備考
42 特秀 520 240 540 10% 4 〇
43 秀 1,040 730 1,020 19% 3
44 優 2,340 1,940 2,430 46% 1 〇
45 良 1,300 1,940 1,250 24% 2
46 合計 5,200 4,850 5,240

5,820
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